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　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は6月9日(火)～12日(金)
 　一般質問は６月10日(水)・11日(木)
　　 午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は３月会議４人、ライブ中継は
 206アクセスでした。）

お 知 ら せ

「みんなでトントントン♪」
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表紙の説明「みんなでトントントン♪」

撮影　議会広聴・広報委員会

こども園入園式にて

　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

撮影：議会広聴・広報委員会撮影場所：城山公園

町の風景

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301

入学式の傍で入学式の傍で
かたわらかたわら
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声をカタチに声をカタチに声をカタチに新年度
予算
新年度
予算 安心な暮らしへ安心な暮らしへ

新たに5台を新たに5台を

防犯カメラ設置事業防犯カメラ設置事業

200万円200万円
継続利用に廃校修繕継続利用に廃校修繕

施設利活用促進事業施設利活用促進事業

500万円500万円

クマ被害防止対策クマ被害防止対策

未利用果樹等伐採未利用果樹等伐採

340万円340万円
対象年齢を50歳以上に対象年齢を50歳以上に

帯状疱疹予防接種帯状疱疹予防接種

580万円580万円

活動しやすい新たな装備活動しやすい新たな装備

消防団高視認性防寒着消防団高視認性防寒着

470万円470万円

家庭での子育てを支える家庭での子育てを支える

在宅子育て支援在宅子育て支援

360万円360万円

暑さから身を守るために暑さから身を守るために

高齢者世帯エアコン助成高齢者世帯エアコン助成

175万円175万円

生活を支える移動手段生活を支える移動手段

デマンド乗合タクシー試験運行デマンド乗合タクシー試験運行

2000万円2000万円
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社
 会

 保
 障

 関  係  費 39.8％

　会議は、3日から12日に開きました。
提案された議案は、計画の変更案1件、
条例改正案6件、新年度予算案8件、補
正予算案7件、議発案4件を慎重に審議
し、原案どおり可決しました。
　ここでは新年度予算の主な内容を紹介
します。

4割を 社会保障関係費に4割を 社会保障関係費に
全体予算総額109億2192万円全体予算総額109億2192万円

小 中
学 校

　川崎町の強みである農業、観光資源を活用して高齢
者も参画できるような仕組みが大切です。すべての人
の健康寿命の延伸を目指すことで、将来の介護予防費
用も実質的に削減できると思います。生涯現役、健康長
寿こそ、わが町かわさきの未来への投資です。

　高齢化率が上昇し、医療や介護に係る費用が増加し
ていると聞いています。農業従事者を元気にすること
が、高齢者の健康維持や地域づくり、そして医療費な
どの削減にもつながると思います。

3月
会議
3月
会議

自主財源
33.5％

依存財源
66.5％

木村 浅路 さん
（川内一 56歳）

あさみ

髙橋 康治 さん
（古関 70歳）

こうじ

一般会計
41億6066万円

38.1%

一般会計
（社会保障費）
17憶3934万円

15.9%

国民健康保険
特別会計
12億6397万円
11.6%

後期高齢者医療保険
特別会計
1億3680万円
1.3%

介護保険特別会計
12億446万円
11.0%

温泉事業特別会計
2490万円
0.2%

水道事業会計（3条）歳出
2億9253万円
2.7%

病院事業特別会計（3条）歳出
9億7257万円
8.9%

下水道事業会計（3条）歳出
5億4754万円
5.0%

下水道事業会計（4条）歳出
2億6270万円
2.4%

会計全体
歳 出

病院事業特別会計（4条）歳出
7415万円
0.7%

水道事業会計（4条）歳出
2億4230万円
2.2% 一

般
会
計 

歳
　 入

一
般
会
計 

歳
　 出

町税　12憶1046万円　20.5％

繰入金　4憶2329万円　7.1％

総務費　10億5670万円　17.9％

民生費　12憶120万円　20.5％

教育費　10憶5325万円　17.9％

衛生費　7憶1610万円　12.1％

土木費　5憶3014万円　  9.0％

農林水産業費　4憶1263万円　  7.0％

公債費　3憶6984万円　  6.3％

その他　5憶4931万円　  9.3％

寄付金　1憶3100万円　2.2％

その他自主財源　2憶1898万円　3.7％

その他依存財源　4憶1655万円　7.1％ 各種交付金など

消防費・商工費など

町債　　　3憶730万　5.2％

国・県支出金　6憶2742万円　10.7％

地方交付税　25億6500万円　43.5％

一般会計59億円
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各
会
計

各
会
計

詳
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に
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!!

詳
細
に
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検
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令和8年度 予算特別委員会
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不
法
投
棄
防
止
看
板

や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を

行
い
、
警
察
署
や
行
政
区

長
と
の
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。
投
棄
物
の
早

期
回
収
を
行
い
、
再
発
防

止
に
努
め
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、

事
件
・
事
故
の
早
期
解
決

な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

引
き
続
き
交
差
点
を
中
心

に
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
救
命

救
急
講
習
会
を
主
催
し
、

小
中
学
校
や
こ
ど
も
園
の

教
職
員
が
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
児
童
教
室

で
も
心
肺
蘇
生
法
や
感
染

症
予
防
対
策
の
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

近
年
長
期
入
居
者
の

退
去
等
に
伴
い
、
水
回
り

な
ど
の
修
繕
費
用
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

住
宅
の
劣
化
状
態
や
入
居

者
の
需
要
を
見
極
め
な
が

ら
適
正
な
戸
数
管
理
に
努

め
ま
す
。

露
地
野
菜
に
取
り
組

ん
で
い
る
新
規
就
農
者
に

は
、
園
芸
振
興
普
及
会
に

入
会
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
振
興
作
物
や
実
証
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
も
技
術
的
な

指
導
な
ど
の
支
援
を
続
け

ま
す
。 病

院
の
運
営
・
経
営

は
大
き
な
問
題
で
す
。
東

北
大
学
病
院
や
、
み
や
ぎ

県
南
中
核
病
院
と
更
な
る

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
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不
法
投
棄
は
一
度
発

生
す
る
と
繰
り
返
さ
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
早
急

に
廃
棄
物
を
回
収
す
る
な

ど
、
再
発
防
止
の
対
応
が

必
要
で
は
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
５
カ

所
設
置
す
る
予
定
で
す
。

犯
罪
防
止
や
事
件
・
事
故

の
早
期
解
決
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
継
続
的
に
事
業
を
推

進
し
て
は
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
新
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
し
っ

か
り
対
応
で
き
る
よ
う
、

定
期
的
な
研
修
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
。

町
営
北
原
住
宅
の
改

修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
適
正
戸
数
を
判
断

し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
。

園
芸
作
物
へ
の
助
成

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

新
規
就
農
者
や
地
域
の
農

家
な
ど
を
支
援
し
て
い
く

考
え
は
。

病
院
の
整
形
外
科
診

療
が
充
実
し
ま
す
が
、
病

床
利
用
率
の
向
上
も
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

経
営
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

基
幹
病
院
と
の
連
携
強
化

が
重
要
と
考
え
ま
す
が
。

問問

問問

問 問

不
法
投
棄
撲
滅
へ

新
た
に
５
カ
所
設
置

「
い
ざ
」と
い
う
と
き
に

町
営
住
宅
適
正
戸
数
に

園
芸
作
物
の
助
成
は

整
形
外
科
充
実
も

的場要委員長　佐藤昭光副委員長

　 ポイント

　町営住宅は15年前に5団地ありましたが、2団

地を解体、1団地を新たに建築し、現在は4団地

87戸を管理しています。老朽化による修繕、建

て替えは今後の人口減少を踏まえ、跡地利用に

ついても検討を進めていくことになります。

　 ポイント

　農業を取り巻く環境は、生産者の減少と

高齢化の進行などで厳しい状況に置かれて

います。農業支援において、園芸作物の生

産者を対象にした支援事業があります。

　 ポイント

　外来患者の割合は、9割が町内、1割が

町外となっており、人口減少から考えると

外来患者の増加は難しくなっています。外

来患者数の維持と町外を含めた入院患者の

獲得が今後の課題になります。

　 ポイント

　不法投棄の多くは山間部といった人目に

つきにくい場所で発生しています。環境美

化委員と連携した日常的な巡視体制で、監

視の目を強化しています。

　 ポイント

　防犯カメラは犯罪の未然防止などの効果

がある一方で、ライブ映像等が目的外に使用

され、プライバシー侵害などが発生するおそ

れもあります。警察署と協議し、設置箇所や

運用方法を検討していく必要があります。

　 ポイント

　機器は設置するだけではなく、正しく扱

えるように日頃からの知識と経験が重要と

なります。また、AEDの法的耐用年数は4

年となっており、機器の更新と研修は定期

的に行う必要があります。

　令和 8 年度の各種会計予算認定は議長を除く 12 名で構成する予算特別
委員会での審査に付託されました。委員長に的場要委員、副委員長に佐藤
昭光委員を選任し、3 月 9 日から 11 日に審議しました。
　質疑は多数ありましたが、ここではその一部を紹介します。
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要望決議
　令和7年10月より「アウ
トドア総合メーカーとの
連携事業」を開始してい
ます。新たに更新する観
光パンフレットの多言語
化と併せて、インバウンド
対応も含めた観光資源の
情報発信に取り組んでく
ださい。

　令和7年度にデマンドタ
クシーの試験運行が実施
されました。来年度も「町
民バス」「スクールバス」
と3つの公共交通を運行す
る予定となっています。
各課が連携し、より利用し
やすい環境「公共交通
マッチング」の仕組みづ
くりを進めてください。

予算特別委員会・総括質疑の中
から重要な項目を議発案として
取り上げ、要望決議として提出
します。

　令和7年度に引き続き
「防犯カメラ設置事業」
は、令和8年度も5カ所の
設置を予定しています。
犯罪防止や事故・事件の
早期解決や「安全安心な
まちづくり」を推進するた
めにも、継続的な設置事
業に取り組んでください。

　これまで数年にわたり
要望のあった整形外科
は、令和8年度より診療体
制が充実するようです。
しかし、経営的には病床利
用率の向上が重要だと考
えます。基幹病院や周辺
病院との連携強化に努め
てください。

　令和8年度に「やすらぎ
の湯」の揚湯ポンプ等修
繕工事、点検工事が予定
されています。これまで
も定期的な修繕工事を重
ねてきましたが、施設老
朽化等も考慮しながら、
今後の運用方針を検討し
てください。

　北原住宅の改修工事が
予定されています。今後、
新規の町営住宅建設はな
いことから、既存の住宅
を修繕することになりま
すが、跡地利用も含め「人
口減少」や「地域活性化」
等、適正戸数を判断しな
がら進めてください。
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人
口
減
少
等
で
運
行

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時

期
に
き
て
い
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。
各
課
で
横
断
的

な
連
携
を
図
り
、
あ
る
べ

き
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
教
諭
を
輩
出
す

る
各
学
校
に
は
、
運
営
環

境
や
保
証
さ
れ
た
処
遇
・

待
遇
等
の
Ｐ
Ｒ
、
実
習
生

の
受
け
入
れ
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
ど
も
園

の
良
好
な
環
境
認
知
向
上

に
努
め
ま
す
。

み
ち
の
く
杜
の
湖
畔

公
園
を
訪
れ
る
台
湾
か
ら

の
観
光
客
が
、
前
年
同
時

期
比
で
１
・
４
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
観
光
客
の

国
籍
な
ど
も
意
識
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
揚
湯

管
と
ポ
ン
プ
更
新
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
来
年
度
に

は
課
題
を
共
有
し
、
こ
れ

か
ら
の
運
用
方
針
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

答

答

答

答

佐
藤
　
清
隆 

委
員

眞
幡
　
善
次 

委
員

大
本
　
治
久 

委
員

今
田
　
勝
春 

委
員

現
在
３
つ
の
公
共
交

通
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
各
課
が
連
携

し
、
町
民
が
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
の
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
は
。

保
育
教
諭
は
20
代
が

１
人
と
い
う
状
況
で
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
子

育
て
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

ア
ウ
ト
ド
ア
総
合

メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
事
業

は
観
光
誘
客
に
も
期
待
で

き
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
も
含
め
た
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
も

必
要
で
は
。

や
す
ら
ぎ
の
湯
は
修

繕
工
事
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
施
設
老
朽
化
も
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
現
状

と
今
後
の
運
用
方
針
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

各
課
連
携
で

保
育
教
諭
の
確
保
対
策

観
光
Ｐ
Ｒ
の
多
言
語
化
は

や
す
ら
ぎ
の
湯
の
今
後
は

　 ポイント

　令和7年の訪日外国人は4000万人を超え、

インバウンドの需要は高まっています。ま

た、買い物中心から体験型（食・宿泊・文化）

へ目的も変化し、受け入れ体制の整備は今

まで以上に重要になってきています。

　 ポイント

　やすらぎの湯の揚湯管とポンプ等修繕工

事に本年度約2100万円を見込んでいます。

維持管理費がかかる一方で利用者数は伸び

悩んでいます。将来に向け、どのように継

続していくかが課題です。

　 ポイント

　町民バス、スクールバスに加え、昨年度

からデマンドタクシーを試験運行していま

すが、運行効率の低下や維持コスト増加が

課題です。今後はより効率的で持続可能な

交通体系が求められます。

　 ポイント

　保育教諭は、認定こども園で保育と教育

を一体的に行う専門職です。全国的に保育

教諭不足が深刻な問題となっています。保

育教諭不足の解消には、処遇改善など総合

的な対策が必要となります。

予

算

特

別

委

員

会

要

望

決

議



監査意見  持続可能な経営を監査意見  持続可能な経営を
歳
入・歳
出
と
も
に
減
少

　
歳
入
で
は
前
年
比
１
億

９
０
８
万
円
の
減
少
、
歳

出
で
は
前
年
比
１
億
９
９

４
６
万
円
減
額
し
た
決
算

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
金
や
ス
キ
ー
場

閉
鎖
に
伴
う
辺
地
対
策
事

業
債
、
地
方
債
が
減
少
し

た
こ
と
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
た
事
業
な
ど
の
完

了
に
よ
る
こ
と
が
要
因
で

し
た
。

自
主
財
源
確
保
を

　
町
税
の
徴
収
率
は
95
・

１
％
で
、
前
年
度
か
ら
０
・

７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

ま
す
。
収
入
未
済
額
は
一

般
会
計
で
５
８
７
４
万
円
、

特
別
会
計
で
６
８
０
７
万

円
と
前
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
交
付
税
な

ど
の
依
存
財
源
に
よ
る
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
徴
収

対
策
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
自
主
財
源
確
保
、

経
常
経
費
削
減
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

緊
急
時
に
備
え
る

　
基
金
の
繰
入
金
は
必
要

な
事
業
に
の
み
活
用
し
、

着
実
な
財
源
確
保
と
計
画

的
な
負
担
軽
減
対
策
を
講

じ
て
い
る
状
況
で
す
。
引

き
続
き
重
要
施
策
や
災
害

等
、
緊
急
か
つ
突
発
的
な

事
業
に
即
時
対
応
で
き
る

よ
う
財
政
力
を
備
え
て
く

だ
さ
い
。

長
期
的
な
視
点
で

　
病
院
事
業
会
計
は
、
安

定
し
た
病
院
経
営
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
長
期
的

な
経
営
収
支
の
評
価
を
確

認
し
な
が
ら
、
町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

川崎町の公式LINEに登録して
町や議会の情報を受け取ろう！

議会中継スマホで見れます!!
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●一般質問とは
　　町政全般の執行状況を
質
ただ

し、施策の提案や意見
を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向
へ導くものです。

６人の議員が６人の議員が
質問しました質問しました

ページ 質 問 議 員 質 　 問 　 内 　 容

11 佐藤　清隆 議員 (1) 地域公共交通等の再編

12 佐藤　昭光 議員 (1) クマの出没最多

13 下斗米麻子 議員 (1) 子どもたちの交流・研修事業

14 的場　　要 議員 (1) 部活動の地域展開
(2) 企業誘致・雇用の確保

15 高橋　義則 議員 (1) 太陽光発電開発等について
(2) スキー場の跡地活用

16 佐々木昭雄 議員 (1) 観光協会との連携は
(2) 病院等の空調について

▲総合的に再編が必要

▲通学支援を望む声も

　

急
激
な
人
口
減
少
や
物

価
高
騰
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
町
内
で
も
民
間
事
業

者
の
撤
退
や
閉
鎖
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
事
業
の
内

容
に
よ
っ
て
は
町
民
生
活

に
も
影
響
が
あ
り
、
特
に

交
通
弱
者
に
と
っ
て
は
生

活
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

昨
年
９
月
か
ら
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運

行
を
始
め
て
い
ま
す
。
利

用
状
況
と
課
題
は
。

学
校
統
合
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
こ
と
や
指
定

校
の
緩
和
措
置
も
あ
り
、

統
合
予
定
の
学
校
に
入
学

す
る
児
童
生
徒
が
い
ま
す
。

統
合
を
見
据
え
て
通
学
支

援
を
行
う
考
え
は
。

指
定
校
以
外
に
通
学

す
る
場
合
、
原
則
保
護
者

が
送
迎
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
柔
軟
に
活
用
す
る

考
え
は
。

利
用
者
が
減
少
し
、

事
業
者
は
乗
務
員
の
確
保

や
不
採
算
路
線
の
廃
止
な

ど
厳
し
い
状
態
で
す
。
地

域
公
共
交
通
に
つ
い
て
総

合
的
に
再
編
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

川
崎
町
と
大
河
原
町

を
結
ぶ
民
間
の
バ
ス
路
線

は
、
利
用
者
数
が
減
少
し

継
続
が
厳
し
い
状
況
だ
と

聞
き
ま
し
た
。
今
後
の
方

向
性
は
。

　

利
用
者
は
延
べ
４
２
９

人
、
実
人
数
61
人
で
す
。

課
題
は
、
運
行
範
囲
が
町

内
に
限
ら
れ
る
、
事
前
予

約
の
た
め
急
な
用
事
な
ど

で
利
用
で
き
な
い
、
運
行

継
続
の
財
政
負
担
が
大
き

い
、
な
ど
で
す
。

　

今
後
は
第
二
小
学
校
と

富
岡
中
学
校
の
学
区
再
編

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新

た
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
系

統
の
運
行
を
想
定
し
、
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

試
験
運
行
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
は
、
現
在
２
台

体
制
で
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
台
数
を
増
や
さ
な
い

限
り
安
定
し
て
送
迎
に
利

用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

各
課
と
横
断
的
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
あ
る
べ

き
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
か
た
ち
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
大
河
原
町
方

面
行
の
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
も
、
関
係
自
治
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
検
討
を

進
め
ま
す
。

　

補
助
金
を
活
用
し
な
が

ら
運
行
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
が
、
10
月
以
降
は
補

助
対
象
外
に
な
る
見
込
み

で
す
。
特
例
措
置
の
継
続

を
国
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

町　

長

町　

長

地
域
振
興
課
長

町　

長

町　

長

問答
地
域
交
通
の
再
編
を

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

佐
さ

藤
とう

　清
きよ

隆
たか

 議員

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
クマ多数出没への対応は

人的被害の未然防止に注力
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▲台湾の紹介を受ける川中生

　

少
子
化
と
人
口
減
少
が

進
む
中
、
当
町
の
将
来
を

本
当
に
支
え
る
も
の
は
、

道
路
や
建
物
と
い
っ
た
形

あ
る
資
源
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
使
い
地
域
を
支
え

る
人
で
す
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の

投
資
こ
そ
価
値
あ
る
も
の

だ
と
考
え
ま
す
。

以
前
実
施
し
て
い
た

海
外
派
遣
な
ど
の
交
流
研

修
事
業
は
、
社
会
の
現
実

と
向
き
合
い
、
自
ら
考
え

る
力
を
育
む
貴
重
な
場
で

し
た
。
中
断
し
た
理
由
は
。

国
内
研
修
や
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
か
ら
始
め
る
段

階
的
モ
デ
ル
を
提
案
し
ま

す
。
課
題
な
ど
を
整
理
し
、

現
代
版
の
方
法
で
再
開
す

べ
き
で
は
。

今
、
世
界
は
危
機
的

状
況
で
す
。
意
識
を
も
っ

て
平
和
教
育
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
広

島
や
長
崎
の
方
か
ら
お
話

を
聞
く
な
ど
、
町
の
教
育

の
根
底
に
平
和
教
育
を
据

え
る
考
え
が
あ
る
か
見
解

を
伺
い
ま
す
。

事
業
の
構
築
に
あ
た

り
、
大
人
の
都
合
だ
け
で

な
く
子
ど
も
た
ち
の
声
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や

子
ど
も
議
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
で
子
ど
も
た

ち
の
関
心
や
希
望
を
把
握

し
、
政
策
に
生
か
す
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

　

世
界
情
勢
不
安
の
増
大

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
海
外
派
遣
事
業
は

中
断
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国

で
す
。
発
達
段
階
に
合
わ

せ
た
平
和
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
校
長
会
な
ど

で
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
可
能
性
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
部
の
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
同

じ
体
験
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
何
を
考

え
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
は
、
一
つ
の
入
り
口
と

し
て
大
切
で
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
し
て
、

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町　

長

問答
交
流
学
習
の
再
開
を

可
能
性
を
検
討

答

答

答

答

問

問問

問

　

令
和
７
年
は
、
ク
マ
の

人
里
へ
の
出
没
が
全
国
各

地
で
史
上
最
多
と
な
り
ま

し
た
。
当
町
も
農
業
の
町

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

当
町
の
ク
マ
の
出
没

と
捕
獲
状
況
は
。

ど
ん
ぐ
り
な
ど
山
間

の
エ
サ
が
大
凶
作
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
民
家
近
く

で
出
没
が
増
え
た
と
聞
き

ま
し
た
。
人
と
鉢
合
わ
せ

る
な
ど
、
事
故
や
被
害
は

あ
り
ま
し
た
か
。

報
道
に
よ
る
と
、
ど

ん
ぐ
り
類
は
地
球
温
暖
化

で
豊
作
と
凶
作
の
サ
イ
ク

ル
が
短
く
な
っ
て
お
り
、

ク
マ
の
出
没
に
影
響
が
あ

る
よ
う
で
す
。
対
応
策
は
。

高
齢
化
す
る
隊
員
の

負
担
軽
減
や
担
い
手
不
足

へ
の
対
応
策
は
。

不
用
果
樹
の
伐
採
本

数
や
効
果
は
。

令
和
７
年
９
月
か
ら

可
能
に
な
っ
た
緊
急
銃
猟

の
仕
組
み
は
。

　

今
年
１
月
末
時
点
で
目

撃
情
報
は
１
３
７
件
、
捕

獲
数
は
26
頭
で
し
た
。
関

係
課
に
よ
る
巡
回
や
広
報

活
動
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
協
力
を
い
た
だ
き
箱

わ
な
を
設
置
し
て
捕
獲
し

て
い
ま
す
。

　

鉢
合
わ
せ
４
件
、
物
的

被
害
が
６
件
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
に
人
的
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
の
生
活
圏
に
寄
せ
付

け
な
い
対
策
と
し
て
不
用

果
樹
の
伐
採
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
広
報
紙
で
生

ご
み
の
処
分
方
法
を
周
知

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

　

委
嘱
し
て
い
る
48
人
の

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

に
は
、
狩
猟
免
許
更
新
費

用
の
全
額
補
助
な
ど
の
支

援
策
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

担
い
手
の
勧
誘
も
実
施
隊

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

柿
と
栗
な
ど
７
２
０
本

を
伐
採
す
る
計
画
で
す
。

住
民
の
安
全
を
守
る
効
果

は
大
き
く
、
ク
マ
と
の
住

み
分
け
に
も
な
り
ま
す
。

　

住
民
の
安
全
を
確
保
し

た
上
で
緊
急
性
が
あ
る
場

合
に
町
長
が
判
断
し
ま

す
。
警
察
や
実
施
隊
な
ど

と
連
携
を
図
り
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

農
林
課
長

農
林
課
長

答

答

答

答答答

問

問

問

問問問

▲安全を求めて果樹伐採

▲実施隊の負担軽減が求められる

佐
さ

藤
とう

　昭
しょう

光
こう

 議員下
しも

斗
と

米
まい

　麻
あさ

子
こ

 議員

一

般

質

問

一

般

質

問



問

問

答

答

ガイドライン策定は

一括返済の心配は

令和９年度内に推進計画を

無いという方向で
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町
内
で
は
農
地
を
含
め

多
く
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と

い
わ
れ
る
大
規
模
な
太
陽

光
発
電
設
備
が
山
林
な
ど

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
然
破
壊
が
進
む
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

施
政
方
針
で
は
、
ス

キ
ー
場
跡
地
活
用
に
つ
い

て
事
業
者
と
の
契
約
締

結
に
向
け
て
備
え
て
い
く
、

と
述
べ
て
い
ま
す
。

無
計
画
な
設
置
は
自

然
破
壊
や
農
地
利
用
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。
規
制
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

設
置
予
定
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
数
を
把
握
し

て
い
ま
す
か
。

事
業
者
と
協
議
し
た

具
体
的
な
内
容
は
ど
ん
な

も
の
で
し
た
か
。

こ
れ
か
ら
の
跡
地
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

以
前
、
辺
地
債
の
一

括
返
済
は
な
い
と
い
う
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
北
財
務
局
に
情
報
開
示

請
求
し
た
と
こ
ろ
、
通
知

書
は
無
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
本
当
に
一
括
返
済
の

心
配
は
な
い
の
で
す
か
。

　

当
町
で
は
条
例
に
基
づ

き
、
事
業
者
と
意
見
交
換

を
重
ね
、
地
域
の
理
解
を

得
て
共
生
の
道
を
探
り
な

が
ら
事
業
が
進
む
よ
う
、

指
導
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

住
民
に
説
明
会
を
開
催

し
て
準
備
を
進
め
て
い
る

も
の
は
、
支
倉
地
区
と
青

根
手
前
の
六
方
山
地
区
の

２
カ
所
で
す
。
ま
た
、
令

和
元
年
頃
か
ら
現
在
ま
で

完
成
し
て
い
る
も
の
と
届

出
が
出
て
い
る
も
の
合
わ

せ
て
約
30
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

電
気
設
備
の
復
旧
方
法

と
そ
の
範
囲
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
利
点

や
欠
点
を
探
り
な
が
ら
、

現
地
立
ち
合
い
と
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
者
は
通
年
遊
べ
る

総
合
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
型

施
設
と
し
て
活
用
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

盗
難
被
害
、
そ
し
て
仮

復
旧
の
状
況
で
す
の
で
、

国
の
最
終
判
断
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
復
旧
が
完
了

し
事
業
者
と
契
約
し
た
後

に
、
最
終
的
な
判
断
を
い

た
だ
き
ま
す
。
現
時
点
で

一
括
返
済
は
無
い
と
い
う

方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

町　

長

地
域
振
興
課
長

町　

長

町　

長

地
域
振
興
課
長

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

　

部
活
動
の
地
域
展
開
は
、

こ
れ
ま
で
中
学
校
の
教
員

が
担
っ
て
き
た
部
活
動
を

地
域
の
団
体
や
指
導
者
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

仕
組
み
に
移
し
て
い
く
政

策
で
す
。

令
和
10
年
度
の
学
区

再
編
統
合
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
同

様
に
地
域
展
開
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
と
と

も
に
町
の
方
針
を
示
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
。

雇
用
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

情
報
や
町
内
事
業
者
の
求

人
情
報
な
ど
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
紙
ベ
ー
ス
で

し
っ
か
り
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
。

こ
れ
ま
で
の
誘
致
活

動
を
継
続
さ
せ
な
が
ら
、

小
規
模
自
治
体
ら
し
い
現

実
目
標
を
立
て
、
新
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ
も
検
討
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
運
動
笑
楽
校
」
と
連

携
し
た
実
証
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と

課
題
、
少
子
化
や
学
校
統

合
に
よ
る
部
活
動
の
種
目

や
設
置
数
の
見
直
し
も
含

め
、
令
和
９
年
度
内
に
推

進
計
画
を
取
り
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

担
当
課
で
も
新
し
い
情

報
発
信
の
方
法
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町

外
か
ら
の
雇
用
に
も
対
応

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
の
開
通
は
交

通
ア
ク
セ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
い
い
影
響
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
誰

も
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
私
が
先
頭
に
立
ち
な

が
ら
、
よ
り
一
層
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

教
育
長

町　

長

町　

長

答

答 答

問

問

問

▲冬場の体力づくりからスタート

▲小規模自治体らしい誘致活動を

▲各地でみられる太陽光発電

▲通年で遊べる体験型施設として

的
まと

場
ば

　要
かなめ

 議員

問答
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

よ
り
一
層
尽
力
す
る

　

小
規
模
自
治
体
が
企
業

誘
致
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
ま
さ
に
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
が
必
須
で
す
。

ま
た
、
若
年
人
口
減
少
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高
たか

橋
はし

　義
よし

則
のり

 議員

問答
自
然
環
境
に
配
慮
を

条
例
に
基
づ
き
共
生
の
道
を 一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
観光協会との連携は

情報発信に期待

仙
台
市
・
川
崎
町

広
域
行
政
連
絡
協
議
会

常
任
委
員

・
的
場
　
　 

要

・
大
本
　 
治
久

監
事

・
佐
藤 

新
一
郎

委
員

・
生
駒
　 

純
一

・
高
橋
　 

義
則

・
佐
藤
　 

昭
光

・
佐
藤
　 

清
隆

仙
南
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

・
佐
藤
　 

清
隆

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

・
佐
藤
　 

昭
光

議
会
選
出
監
査
委
員

・
今
田
　 

勝
春

常任委員会の委員及び委員長副委員長が、次のとおり決定しました。任期は２年間です。

産業建設教育委員会
◎

○

的場　　要
佐藤　昭光
眞幡　善次

◎＝委員長、 ○＝副委員長

佐藤　 清隆
今田　 勝春
下斗米 麻子

総務民生委員会
◎

○

高橋 　義則
佐々木 昭雄
佐藤 新一郎

生駒　純一
遠藤　雅信
大本　治久

議会広聴・広報委員会
◎

○
佐藤　 清隆
下斗米 麻子
高橋　 義則
佐藤　 昭光

遠藤　 雅信
今田　 勝春
佐々木 昭雄
大本　 治久

議会運営委員会
◎

○
生駒 　純一
遠藤 　雅信
佐藤 新一郎

的場　　要
高橋　義則
佐藤　清隆
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当
町
に
は
、
み
ち
の
く

公
園
、
青
根
温
泉
、
峩
々

温
泉
、
る
ぽ
ぽ
の
森
な
ど

の
観
光
資
源
が
あ
り
、
町

内
に
は
多
く
の
飲
食
施
設

も
あ
り
ま
し
た
。
近
年
は

飲
食
施
設
の
減
少
が
続
い

て
お
り
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
６
年

度
ま
で
、
年
間
６
２
０
０

万
円
程
度
の
空
調
関
連
経

費
が
発
生
し
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
す
。

観
光
協
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
観
光
施
設
の
み

な
ら
ず
飲
食
施
設
の
情
報

発
信
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

観
光
客
の
動
線
を
考

え
れ
ば
、
み
ち
の
く
公
園

近
く
の
使
用
し
て
い
な
い

観
光
施
設
に
観
光
拠
点
を

設
け
る
こ
と
が
効
果
的
だ

と
思
い
ま
す
。
町
と
し
て

意
見
を
示
す
考
え
は
。

高
額
な
修
繕
が
必
要

な
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
に
つ
い

て
は
更
新
を
行
わ
ず
、
大

型
エ
ア
コ
ン
設
置
す
る
な

ど
、
ほ
か
の
修
繕
方
式
の

選
択
肢
も
含
め
、
将
来
を

見
据
え
た
検
討
を
す
べ
き

で
は
。

　

観
光
協
会
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
用
い
た
新
鮮
で
魅
力

的
な
情
報
発
信
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
商
工

会
や
観
光
協
会
と
定
期
的

に
意
見
交
換
し
て
相
互
理

解
を
深
め
、
地
域
課
題
の

把
握
と
解
決
に
向
け
情
報

を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
協
会
の
会
長
と
意

見
交
換
し
て
い
ま
す
が
、

今
の
人
数
や
予
算
を
考
え

る
と
、
ま
だ
施
設
を
借
り

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
６
年

度
に
か
け
て
、
集
中
方
式

に
耐
え
ら
れ
る
機
器
の
更

新
な
ど
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
次
回
更
新
ま
で
の
７

年
間
は
、
現
状
の
設
備
を

修
繕
し
な
が
ら
集
中
方
式

を
採
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

答

答

答

問

問

問

▲場所がわかりにくいとの声も

▲更新された空調設備

佐
さ

々
さ

木
き

　昭
あき

雄
お

 議員

問答
病
院
施
設
等
の
空
調
に
つ
い
て

修
繕
し
継
続
す
る

一

般

質

問

委

員

会

新

体

制



No.242
18

R8.4.30No.242
19

R8.4.30

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

調査事項①調査事項① 調査事項②調査事項②

ふ
る
さ
と
納
税
つ
い
て

ほ
場
整
備
事
業
の
現
状
と
課
題

滞
納
整
理
の
状
況

農
地
利
用
に
係
る
地
域
計
画
の
現
状

寄
付
企
業
増
加
に
期
待

継
続
的
な
要
望
活
動
を

広
域
連
携
も
併
せ
対
応
を

地
域
全
体
で
守
る
体
制
づ
く
り

調
査
日
　
2
月
12
日

調
査
日
　
2
月
13
日

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
平
成

20
年
度
よ
り
町
単
独
で
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
度
よ
り
民
間
代
行

業
者
へ
業
務
委
託
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降

徐
々
に
寄
付
額
も
増
加
し
、

　

小
沢
地
区
及
び
古
関
地

区
で
は
、
農
業
競
争
力
強

化
型
の
ほ
場
整
備
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従

来
の
ほ
場
整
備
は
区
画
整

理
が
主
目
的
で
あ
り
、
一

定
の
受
益
者
負
担
が
発
生

　

令
和
６
年
度
の
徴
収
率

は
、
一
般
町
税
・
国
民
健

康
保
険
税
と
も
に
わ
ず
か

に
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
い

ま
す
。
昨
今
の
経
済
状
況

の
影
響
に
よ
る
業
績
悪
化

や
健
康
上
の
理
由
等
で
離

　

地
域
計
画
は
「
誰
が
ど

の
農
地
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
」
を
明
確
化
す

る
設
計
図
で
あ
り
、
担
い

手
確
保
と
農
地
集
約
化
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

当
町
で
は
令
和
６
年
度
か

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
へ

認
知
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
自
治
体
マ
イ
ペ
ー

ジ
」
と
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
今
後
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
申
請
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
完
結
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
当
町
の
人
気
商

品
と
宮
城
県
と
の
差
別
化

　

ほ
場
整
備
制
度
は
、
単

な
る
区
画
整
理
か
ら
「
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
」
と

「
収
益
性
向
上
型
農
業
」

へ
と
目
的
が
変
わ
り
、
持

続
可
能
な
農
業
経
営
を
見

据
え
た
制
度
設
計
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
要
望

が
集
中
し
た
こ
と
に
よ
る

採
択
遅
延
は
、
町
単
独
で

は
解
決
困
難
な
課
題
で
す
。

　

個
人
や
企
業
と
も
に
深

刻
な
状
況
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
各
種
手
続

き
の
遅
れ
で
未
納
に
な
っ

て
い
る
事
案
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。
滞
納
整
理
に
関

し
て
は
、
事
前
通
告
書
や

相
談
に
応
じ
な
い
滞
納
者

へ
の
対
応
と
し
て
、
給
与

　

耕
作
者
の
多
く
は
60
代

や
70
代
で
あ
り
、
10
年
後

を
見
据
え
た
場
合
、
担
い

手
不
足
は
一
層
深
刻
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
若
手
農
業
者
の
参

入
支
援
、
法
人
化
促
進
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
活

用
な
ど
、
計
画
を
実
行
段

階
へ
移
す
具
体
策
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
以
降
は
お
お

む
ね
１
億
円
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
企
業
が
国
か
ら
認
定

さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
の

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
寄
付
を
行
っ
た
際
、
最

大
で
寄
付
額
の
９
割
が
軽

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
担
い
手
へ
の
集
積
率
に

よ
り
、
受
益
者
負
担
ゼ
ロ

も
可
能
な
制
度
へ
転
換
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
で
は
負
担

軽
減
制
度
に
よ
り
新
規
要

望
が
増
加
し
、
事
業
採
択

待
ち
や
予
算
不
足
に
よ
る

職
し
た
方
が
再
就
職
で
き

ず
、
町
税
等
の
新
規
滞
納

者
と
し
て
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
徴
収
対

策
と
し
て
、
納
税
相
談
や

分
納
誓
約
書
等
の
不
履
行

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

ら
各
地
区
で
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、
令
和
７
年
３

月
に
地
域
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
対
象
面
積
は

１
４
８
６
㌶
と
広
範
囲
に

及
ん
で
い
ま
す
。

　

耕
作
者
の
多
く
は
60
代

や
70
代
が
中
心
層
を
占
め
、

特
に
前
川
地
区
で
は
70
代

速
や
か
に
差
押
事
前
通
告

書
を
送
付
し
、
履
行
さ
れ

な
い
場
合
は
滞
納
処
分
へ

と
移
行
し
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
に
は
納
税

相
談
や
調
査
を
行
い
適
宜

対
応
し
て
い
ま
す
。

が
36
％
を
占
め
る
な
ど
、

高
齢
化
が
顕
著
で
す
。
一

部
地
区
で
は
法
人
や
集
団

転
作
組
合
の
関
与
も
見
ら

れ
ま
す
が
、
全
体
と
し
て

担
い
手
の
高
齢
化
と
偏
在

が
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り

と
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

減
さ
れ
る
制
度
で
す
。
令

和
６
年
度
に
中
間
業
者
と

契
約
し
た
こ
と
で
、
寄
付

企
業
も
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業

立
地
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
企
業

誘
致
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

周
知
し
て
い
ま
す
。

遅
延
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

龍
雲
寺
前
地
区
で
は
、

面
積
分
割
の
必
要
性
、
担

い
手
不
足
、
反
対
地
権
者

の
存
在
、
相
続
未
登
記
農

地
な
ど
多
く
の
課
題
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

や
お
礼
状
の
内
容
を
精
査

す
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
ト

率
の
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
企
業
の
関
心
が

高
ま
り
期
待
が
持
て
ま
す
。

当
町
が
取
り
組
む
地
方
創

生
事
業
の
情
報
発
信
を
強

化
し
て
く
だ
さ
い
。

　

龍
雲
寺
前
地
区
の
よ
う

な
大
規
模
計
画
で
は
、
担

い
手
確
保
や
相
続
未
登
記

農
地
へ
の
対
応
な
ど
、
制

度
以
外
の
地
域
課
題
が
事

業
推
進
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
地
区
内
合
意
形
成

の
支
援
体
制
強
化
と
併
せ

て
、
県
へ
の
継
続
的
な
要

望
活
動
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

差
押
え
等
を
は
じ
め
広
域

連
携
も
併
せ
て
厳
し
い
対

応
を
望
み
ま
す
。

　

年
金
受
給
者
や
生
活
困

窮
者
と
判
断
さ
れ
る
方
に

対
し
て
は
、
滞
納
額
が
少

な
い
う
ち
に
納
税
相
談
等

を
実
施
し
な
が
ら
、
計
画

的
な
納
付
に
よ
り
早
期
完

納
と
な
る
よ
う
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
※

に
よ
る
見

直
し
は
形
式
的
な
更
新
に

留
め
ず
、
担
い
手
の
動
向

や
農
地
流
動
化
の
実
績
を

踏
ま
え
た
実
効
性
あ
る
改

善
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
合
意
形
成
と
情
報

公
開
を
徹
底
し
、
地
域
全

体
で
農
地
を
守
る
体
制
づ

く
り
を
目
標
に
推
進
し
て

く
だ
さ
い
。

▲積極的な企業へのアプローチを▲完成が待たれる古関地区 ▲計画的な納付に向けて▲地域計画をみんなで作成

※PDCA⋯計画、実行、評価、改善の4段階を循環させ、
　　　　　業務や目標を継続的に改善する方法。
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会
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論
反  

対

高
橋 

義
則 

議
員

　
今
回
の
予
算
で
十
分
で

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
さ

ら
に
修
復
を
す
る
計
画
に

変
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
補
正
予
算
案
に
は

反
対
し
ま
す
。

賛  

成

◆
反
対
１

◆
賛
成
11

採  

決

佐
藤 

清
隆 

議
員

　
事
業
者
と
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
な
が
ら
進
ん
で
い

る
事
業
で
す
。
し
っ
か
り

と
跡
地
利
用
を
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、
補
正
予
算

案
に
賛
成
し
ま
す
。

最
後
の
修
繕
に

的
場
　 

要 

議
員

町
　
長 質

　疑

　  

条
例
で
も
廃
止
し
た

施
設
で
す
。
こ
の
修
繕
を

最
後
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
。

問　  

こ
れ
以
上
予
算
を
投

入
す
る
こ
と
は
な
い
と

宣
言
し
ま
す
。

答

詳
し
く
は
22
ペ
ー
ジ
へ

3月
会議
3月
会議

一
般
会
計
補
正
予
算

■ 

補
正
内
容

旧
ス
キ
ー
場
施
設
復
旧
に
２
７
２
０
万
円

　
窃
盗
被
害
の
あ
っ
た
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
電

気
設
備
復
旧
や
発
電
機
の

購
入
を
目
的
に
、工
事
請

負
費
等
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

条
例
改
正

■ 

提
案
理
由

特
別
職
・
議
員
の
報
酬
を
改
定

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
特
別
職
の
職
員
と
議
会

議
員
の
報
酬
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

条
例
改
正

■ 

提
案
理
由

敬
老
祝
い
金
の
支
給
を
見
直
し

　
平
均
寿
命
の
延
び
や
社
会
情
勢
を
勘
案
し
、
時
勢
に

即
し
た
祝
い
金
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
川
崎
町
敬
老

祝
金
等
支
給
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議 

発 

案

■ 

提
案
理
由

適
正
な
議
員
定
数
、
報
酬
を
調
査

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　
全
国
的
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
の
ほ
か
、

住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
改
革
な
ど
社
会
構

造
や
価
値
観
が
変
化
し
、
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
継
続
的
に
機
能
す
る
議
会
と
し
て
役

割
と
責
任
を
果
た
し
得
る
適
正
な
議
員
定
数
及
び
議
員

報
酬
の
あ
り
方
を
調
査
検
討
す
る
た
め
設
置
す
る
も
の

で
す
。

意
見
書
提
出

■ 

提
案
理
由

日
本
政
府
に

　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器
の
開
発
、
保
有
、
使

用
な
ど
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
国
際
条
約
で
、
令
和
３

年
１
月
に
発
効
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
り
、
当
町
も
非
核
宣
言
自
治
体
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

■ 

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣

▲通年利用で賑わいに期待

跡地利用前進
スキー場
跡地利用前進

スキー場

人口減少で
適正か？なり手不足

報酬って
高い？低い？

No.242
20

R8.4.30No.242
21

R8.4.30

■改正内容

■改正内容

職 給 　 　 　 料 期 末 手 当 （ 1 年 間 ）
( 現行 ) ( 改正 ) ( 現行 ) ( 改正 )

町　長 856,000 円 880,000 円

3.45 月分 3.50 月分

副町長 618,000 円 636,000 円

教育長 546,000 円 562,000 円

議　長 324,000 円 333,000 円

副議長 275,000 円 283,000 円

議　員 265,000 円 272,000 円

対象者 現 行
改   正

Ｒ8 Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11以降

88 歳 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

99 歳 ３万円 ２万円 ２万円 ２万円 ２万円

100歳 30万円 20万円 20万円 20万円 10万円

（施設入所による転入者） （10万円） （5万円） （5万円） （5万円） （5万円）

▲争いのない世界を願い

３

月

会

議

３

月

会

議
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マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
町
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
。

も
っ
と
町
民
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
を
考

え
る
と
本
当
に
良
い
も
の

な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

加
盟
団
体
も
独
自
の
大
会

を
開
催
で
き
な
く
な
っ
て

き
た
。
親
子
で
参
加
す
る

大
会
も
年
々
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
が
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
。
協
会
自
体
の
会
員
も

半
分
以
下
と
な
り
、
今
後

の
運
営
も
大
変
。

　今回は、町民のスポーツ
推進に取り組み、町の一大
イベントとなったレイク
サイドマラソンの開催に
中心的な役割を担ってい
ただいている、川崎町体育
協会の皆さまからご意見
を伺いました。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設

が
増
え
れ
ば
活
性
化
す
る

と
思
う
。
廃
校
を
活
用
し

て
い
く
べ
き
。

議
会
議
員
も
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
ほ
し
い
。

若
い
人
が
楽
し
い
町
、
住

み
た
い
、
戻
っ
て
き
た
い

魅
力
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

大
き
な
企
業
を
誘
致
す
る

こ
と
で
、
働
く
場
の
確
保

や
町
外
に
出
て
い
か
な
く

て
も
い
い
施
策
を
期
待
し

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

　
　
　
　
町
や
議
会
に
望
む
こ
と

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

　
　
　
　
町
や
議
会
に
望
む
こ
と

今回いただいた貴重な
ご意見・ご要望は、町
政へ反映できるよう尽
力いたします。

◆川崎町体育協会
昭和46年に設立。町内の各種スポーツ団体が加盟
し、現在10競技377人が登録しています。人口減
少により各団体でも独自の大会が開催できないな
ど厳しい状況が続いていますが、工夫しながら町
民の健康増進に寄与しています。

▲多くのボランティアに支えられ

左から岡田千枝子さん（本荒町）、鈴木正行さん（中新町）
渡邊勝さん（野上）、丹野浩伸さん（本荒町）

　特別委員会は議長を除く12名で構成し、委員

長に眞幡善次委員、副委員長に佐藤清隆委員を選

任しました。

　これからの人口動向や他議会を参考にしなが

ら、議員定数や報酬の見直しを検討し、次期町議

選より適用となるよう取り組んでいきます。

　議員の数が多すぎる。これからも人口は
減り続けていくので、それに見合うよう定
数も減らすべきだと思う。

今後の流れ

議員定数、報酬を見直し議員定数、報酬を見直し
議員定数等調査特別委員会を新たに設置議員定数等調査特別委員会を新たに設置

人口減に対応 検 討

特別委員会を設置

これまでの流れを確認

議員間で意見集約

議員間討議

年度内に決定

次期町議選より適用

町民より
　　寄せられている声
町民より
　　寄せられている声
町民より
　　寄せられている声
町民より
　　寄せられている声

70代男性（本荒町）70代男性（本荒町）

　今後はなり手がいなくなる心配もある。
若い人や女性が参加しやすくするには、
報酬を上げるなど、環境整備が
必要だと思う。

40代女性（支倉台）40代女性（支倉台）
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に
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若
い
人
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楽
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い
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、
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い
、
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っ
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き
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魅
力
を
作
っ
て
ほ
し
い
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大
き
な
企
業
を
誘
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す
る

こ
と
で
、
働
く
場
の
確
保

や
町
外
に
出
て
い
か
な
く

て
も
い
い
施
策
を
期
待
し

て
い
る
。
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こ
れ
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ら
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く
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町
や
議
会
に
望
む
こ
と

今回いただいた貴重な
ご意見・ご要望は、町
政へ反映できるよう尽
力いたします。

◆川崎町体育協会
昭和46年に設立。町内の各種スポーツ団体が加盟
し、現在10競技377人が登録しています。人口減
少により各団体でも独自の大会が開催できないな
ど厳しい状況が続いていますが、工夫しながら町
民の健康増進に寄与しています。

▲多くのボランティアに支えられ

左から岡田千枝子さん（本荒町）、鈴木正行さん（中新町）
渡邊勝さん（野上）、丹野浩伸さん（本荒町）

自治体 定数 報酬 人口 自治体 定数 報酬 人口
川 崎 町 13 272,000 円 7,686 人 大 郷 町 12 226,000 円 7,307 人
村 田 町 12 280,800 円 9,608 人 大 衡 村 12 240,900 円 5,490 人
大河原町 15 255,000 円 23,030 人 女 川 町 11 286,000 円 5,658 人
柴 田 町 18 327,000 円 35,826 人 色 麻 町 13 229,000 円 5,951 人
七ヶ宿町 8 253,000 円 1,132 人

■各自治体の議員状況

※令和8年4月1日現在

特

別

委

員

会
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編集　議会広聴・広報委員会編集　議会広聴・広報委員会
を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴

　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は6月9日(火)～12日(金)
 　一般質問は６月10日(水)・11日(木)
　　 午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は３月会議４人、ライブ中継は
 206アクセスでした。）

お 知 ら せ

「みんなでトントントン♪」

新
年
度
予
算

声
を
カ
タ
チ
に

町
政
を
問
う

3
月
会
議

声
を
想
い
を

地
域
交
通
の
再
編
を

特
別
委
員
会
設
置
へ

2P11P21P23P

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
を

表紙の説明「みんなでトントントン♪」

撮影　議会広聴・広報委員会

こども園入園式にて

　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

撮影：議会広聴・広報委員会撮影場所：城山公園

町の風景

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301

入学式の傍で入学式の傍で
かたわらかたわら
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